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雪下栽培野菜の収穫時期による糖組成の変化 
 

雪下栽培した野菜は甘く感じると言われており、「大野市道の駅産直の会」では雪下で 2 週間栽培した

野菜を「雪の下野菜」と定義し 1～3 月に販売しています。この研究では雪下栽培野菜(ダイコン、ニンジ

ン、ハクサイ)の収穫時期と糖組成の変化を検討しました。 

 

１ 供試野菜及び積雪状況 

ダイコン(品種：三太郎)、ニンジン(オレンジハーモニー)、ハクサイ(黄ごごろ 75)は大野市内で 2025年度に栽培

されました。根雪初日はダイコン、ニンジン栽培地で 12月 26日、ハクサイ栽培地は 1月 22日でした。野菜は 12

月 10日～2月 9日にかけ、約 2週間おきに収穫しました(第 1図)。 

 

２ 収穫時期と糖組成の変化 

1)ダイコン  

12 月 10 日(雪下 0 日)と比較すると、1 月

26 日(雪下３１日)はフルクトースの増加が

確認されました。2月 9日(雪下 45日)には

グルコースも増加しました。 (第 2図上) 

2)ニンジン  

収穫時期に関わらず糖組成は一定の傾向

でした(第 2図中)。 

3)ハクサイ  

12月 11日(雪下 0日)と比較すると 2月 16

日(雪下25日)はスクロースが増加しました。

フルクトース、グルコースに有意差はあり

ませんでした(第 2図下)。 

 

３ まとめ 

積雪状況は年によって異なることから、

結果は変動する可能性があります。 

 

第１図  雪下栽培野菜の収穫風景  

(2026年 1月、大野市柿ケ島) 
(食品加工研究所 地域特産利用研究Ｇ ) 

第２図  雪下栽培野菜の収穫日と糖組成の変化 
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